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論文内容の要旨
【目的】心筋肥大、アポトーシスに重要である細胞内情報伝達系のmitoεcnactivated protein kinases 
(ylAPKs) family は心筋使寒急性期の梗寒部位で‘活性化されるが、非梗塞部位の活性は明らかで‘はない。





















activated protein kinases (MAPKs) pathwaysが重要であると考えられている"MAPKs familyには















響が示唆された。これらの結果から、 MAPKsf amil yが便塞後心筋リモデリングの分子機構を理解してい
く上で重要な役割を果たしているkinasefamilyの一つであると考えられた。
よって、本研究は梗塞後心筋リモデリングの分子牛ー物学的変化の解明に寄号しており、本研究者は、博
士(医学〉の学位を投与されるに値するものと認められた。
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